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新
年
の
ご
あ
い
さ
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村 

重
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２
０
２
０
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
話
題
で
一
年
が
過
ぎ
去
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
、 

ご
理
解
も
あ
り
ま
し
て
、
当
院
で
は
職
員
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
や
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
も
な
く
、
無
事
に
一
年
を 

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
春
頃
ま
で
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
認
可
も
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
報
道
も
あ 

り
、
安
心
し
て
医
療
機
関
に
受
診
し
て
頂
け
る
よ
う
に
な
る
時
期
が
も
う
少
し
で
来
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り 

ま
す
。
２
０
２
１
年
は
病
院
機
能
評
価
の
再
更
新
の
時
期
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
病
院
機
能
の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
と 

と
も
に
、
患
者
さ
ま
に
は
安
心
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
皆 

様
の
ご
健
康
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看
護
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斉
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靖
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
別
な
環
境
の
な
か
、
例
年
と
は
異
な
る
思
い
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な 

い
で
し
ょ
う
か
。
伊
奈
病
院
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
安
心
と
安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
感
染
対
策 

を
講
じ
な
が
ら
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
医
療
の
展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
に
突
入
し
て
お
り
ま 

す
が
、
一
人
一
人
の
皆
さ
ま
の
責
任
あ
る
行
動
と
ご
理
解
が
、
未
来
あ
る
明
日
に
つ
な
が
り
ま
す
。
共
に
こ
の
時
期
を
乗 

り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

事

務
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朝
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浩
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

伊
奈
病
院
は
、
昭
和
５
０
年
に
開
設
さ
れ
て
以
来
、
今
年
は
４
６
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し 

て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
急
性
期
か
ら
慢
性
期
医
療
、
地
域
連
携
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
予
防
医
療
活
動
に
も
積
極
的
に 

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
病
院
経
営
の
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
状 

況
で
す
が
、
引
き
続
き
感
染
管
理
を
徹
底
し
、
地
域
に
と
っ
て
も
職
員
に
と
っ
て
も
必
要
と
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
、 

職
員
一
丸
と
な
り
更
に
努
力
を
重
ね
る
所
存
で
す
。
本
年
も
伊
奈
病
院
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 



 

  新型コロナウイルス感染症の対策 
  新型コロナウイルスとの戦いはまだ続きそうです。風邪や季節性インフルエンザ対策と同様にマス 

クの着用を含む咳エチケットや手洗いなどがとても重要になります。感染予防対策の基本は人との 

接触を可能な限り少なくすること（外出を控える＝Stay home）が最重要になると思いますが、難 

しい場合もあると思います。今回は、ひとりひとりができる感染予防対策をまとめてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外出時の行動として注意すべきこと」 

・ソーシャルディスタンス（他の人と約 2ｍの距離を置く）を意識しましょう 

・できる限り 3密（密閉、密集、密接）を避けましょう 

「外出時の感染予防」 

・手指衛生（手洗い、手指消毒）をしましょう ※石鹸を使って流水で 20 秒以上の手洗いが◎ 

・人の近くでは必ずマスクの着用を！ 咳、くしゃみの際は、咳エチケット（マスクやハンカチ、

袖などで口や鼻を覆うこと） ※外す、捨てる際は、耳紐以外を触らないようにしましょう 

・食事の際は、対面で相対しないよう注意し、食事しながらの会話は極力控えましょう 

・交通機関利用時には不必要なものには触らず、利用後は速やかに手指衛生を行いましょう 

「健康確認」 

・毎日の体温を測り、味覚嗅覚異常や強い倦怠感など自分の身体の変化に注意しましょう 

・風邪症状があれば、外出を控えましょう 

 

発熱外来開設のお知らせ 
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、当院では 2020 年 11月 2 日（月）より、患者さまが 

安心して受診できるように、発熱外来を通常の場所とは別の場所に開設しました。 

発熱がある場合には、正面玄関からは入らず、東口玄関に設置してある発熱外来受付にて受付及び 

診察となります。（※予約制） 

受付及び診療時間（※受診の際は、電話での予約が必要となります。） 

 

 

 

 

 

 

 

電話予約受付時間： 9：00～12：00 

1４：30～17：00（※土曜日は午前のみとなります）    

（休日当番医は、8：30～15：00） 

電話番号：048-721-3692（代表） 

※ 詳細は、伊奈病院ホームページにてご確認ください。 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 
(※指定日あり。HP 参照) 

受付   8 : 30～ 10：30 

診察  9 : 00～ 11：00 

受付 13 : 30～ 15：00 

診察   14 : 00～ 16：00 

 

AM 
  10：00～11：30 

  10：30～12：00 

PM 
      14：30～16：00 

 
      15：00～16：30 



 

  

伊奈病院コロナウイルス対策について 

伊奈病院では、各エリアでこのようにコロナウイルス対策の実施をしています。 

伊奈病院全体での取り組み！！ 
・アルコール消毒 ・検温 ・健康確認・マスク着用 

・定期的な換気と清掃・パーティション設置 

・待合室の工夫・アイガード、もしくは眼鏡着用 

・患者さまのマスク着用確認 

 

リハビリテーション 

・アルコール消毒を個人管理にし、  

患者さま対応時に手指消毒の実施          

・外来エリア、入院エリアとして 

ゾーニングの実施 

・プラットホームのベッド数を   

少なくしスペースの確保 

健康管理センター 

・自動販売機の撤去  

・視力、聴力計など、その都度消毒  

※健康診断は密を避ける為下記の方法で実施 

・午前の住民健診枠を減らし、午後枠を増設 

・日曜ドック健診の実施  

 

  

放射線科 

・検査着は患者さま毎に交換  

・CT,MRI、透視検査は患者

さま毎に撮影台の消毒  

・使用備品は使い捨て 

・検査時患者さまが外した 

マスクは S 字フックを使用

して、かべ等に接触しないよ

うに保管する 

栄養科 

・栄養指導室

の机を患者さ

まごとに消毒 

外来 

・定期受診の方は、電話再診 

検査科 

・肺活量の検査

は換気ができ

る部屋に移動

して施行 
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   医療法人社団愛友会 伊奈病院 

〒362－0806 埼玉県北足立郡伊奈町小室 9419 

TEL ： 048－721－3692㈹ 

 公式 facebook ページ：http：//www.facebook.com/inahospital 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

  生活
せいかつ

不活発病
ふかっぱつびょう

とは、「動かない」（生活が不活発な）状態が続くことにより、心身の機能が低下して、 

「動けなくなる」ことを言います。特に高齢者の方は、筋力の低下・うつ状態・知的活動の低下・ 

めまい・立ちくらみが起こりやすくなります。 

 

 ♦ながら運動のすすめ♦ 

  生活不活発病の予防は、生活の中で「ちょっと動く」だけでも効果があります。することがなくて 

じっとしている時間があれば、積極的に「ながら運動」を取り入れて活動量を増やしましょう。 
 
 【ストレッチ体操】 

   ・姿勢を整える 

 【筋力トレーニング】 

   ・足の筋力を鍛える、スクワット 

 【日常生活の中で動く】 

   ・散歩、昔ながらの家事（窓ふき、床掃除など）をおこなう 

   ・階段の昇り降り 

   ・立って靴下を履く（片足立ちバランス）等 

スクワット 

    

かかとあげ運動 

  

 ひざのばし運動 

 椅子に座って片方の膝をゆっく

りとまっすぐに伸ばします。伸ばし

きったところで３秒間止めゆっく

りと下ろします。 

余裕があれば重錘
じゅうすい

バンド（3kg）

を足首に巻くと良いです。 

立った姿勢から正面を見なが

らお尻をつきだすように膝を曲

げます。膝がつま先より前に出な

いように注意しましょう。 

 

※後ろに倒れそうなときは前に

つかまるものを準備しましょう。 

なるべく膝を伸ばしたまま、 

かかとをあげて背伸びをします。 

 

※後ろや前に倒れそうなときは前

につかまるものを準備しましょ

う。 

 


